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HEAPについて
• 目的
高等教育における障害と支援に関する情報やノウハウを集約・発信す
る。各機関や様々なネットワークを繋げる役割を果たし、障害学生支
援分野のスタンダードを構築する。
Key Word：ネットワーク形成、温度差是正、現場担当者による運営

• 受託事業
・文部科学省「社会で活躍する障害学生支援プラットフォーム形成事業」
（2017〜2019年度）
・文部科学省「障害のある学生の修学・就職支援促進事業」（2020年度）
（2021〜2023年度）



事業体制
ディレクター：
・村田淳（京都大学学生総合支援機構・
准教授／DRC・チーフコーディネーター）

プロジェクトスタッフ：
・大前勝利（京都大学学生総合支援機
構・特定職員／DRC・テクニカルスタッ
フ）
・事務担当者

※その他、DRCスタッフが事業
協力者

2023年6月現在



プログラム

• プログラムの一例
・相談事業
・プレキャンパスプログラム
・タウンミーティング
・多職種連携ミーティング
・若手Co.ミーティング
・各種セミナー、勉強会 など

高大接続 修学支援 社会移行



コンテンツ

• Q &Aデータベース

• Tips＋動画

• 多職種連携

• ひと呼吸

• コロナと障害学生

• Book Match



Q & Aデータベース
• これまで実施した相談事業の
回答をまとめた全118件のQ &
Aデータベース

• 合理的配慮や支援を検討する
うえで押さえるポイント、体
制整備を行うために考えるポ
イント等、日々の業務だけで
はなく、学内や部署内での研
修材料としても活用できるコ
ンテンツ



Tips＋動画
• Tipsシート
・支援機器や支援ノウハウに関し
て、A4版1枚でまとめている
・支援内容を検討するうえでの
“入門ガイド”として利用できる

• 動画
・ニーズにあわせたATを紹介
・Tipsと併せて“入門ガイド”とし
て活用できる



多職種連携
• 地域別リソースリスト／マッ
プ
障害のある学生が利用可能なリ
ソースについて、リストとマッ
プを作成している
※他地域からのニーズに応じて
作成バックアップ等を行う

• 地域の実践収集
各地域で取り組まれている地域
連携の実践事例を収集し、レ
ポートとして公開している



ひと呼吸
• 障害学生支援に携わる“ひと”
にフォーカスを当てたマガジ
ン

• 実利的な情報の共有という目
的とともに、読み手に障害学
生支援という分野や自分自身
を含めた担当者（職業人）に
ついて思いを馳せる機会を提
供する



コロナと障害学生
• コロナと障害学生
・コロナ禍の大学における障害のある
学生たちのことについて、障害のある
学生とその支援者ら20人に行ったイン
タビューノート
・3人の専門家とのインタビューも掲載
・2021年3月公開

• Voice of 2020-2021
・コロナ禍を通して障害学生と障害学
生支援に携わる人が考えたこと・考え
ていることを投書形式で収集し、アー
カイブした
・2022年3月公開



Book Match
• 大学進学を考える障害のあ
る中高生のためのウェブサ
イト

• 障害のある学生の修学支援
以外の等身大の大学生活を
伝えるコンテンツ



AT（支援技術）
• ATライブラリー
・支援機器の展示・貸出を実施
・使用相談も随時対応

• AT Column
・ニーズベースでATを紹介

• Fitting Note
・ケースを想定したATの導入アイデア



相談事業

• HEAPでは、障害学生支援（体制整備や合理的配慮など）に関する
相談を受け付けています。

＜相談例＞
・合理的配慮の考え方について確認したい。
・体制整備を行うにあたって教職員研修のアレンジを相談したい。
・見ることをサポートする支援技術について相談したい。

など



Contact Us

twitterwebサイト
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